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   A case of a parathyroid cyst associated with an adenoma in a different gland is reported. A 
55-year-old female was explored with preoperative diagnosis of primary hyperparathyroidism after 
endoscopic removal of a right ureteral stone. The operation revealed a cyst, 20 x 10 mm in size 
at the left lower gland, and a solid tumor, 32 x 12 x 7 mm in size and 1,300 mg in weight in the 
left upper gland. Histological examination disclosed a parathyroid cyst and an oxyphilic and 
chief cell adenoma, respectively. Postoperative course was uneventful including normalized serum 
Ca level. 
   To our knowledge, 59 cases of parathyroid cysts have been reported in the Japanese literature, 
of which 31 were in the hyperparathyroid status. The most common causes were cystic degeneration 
of the adenomas. A parathyroid cyst with a concomitant adenoma in a different gland like our 
case is very rare. This is the first reported case in Japan and the sixth reported case in the 
world literature. 
                                                (Acta Urol. Jpn. 36: 1197-1202, 1909) 

























































































































































































































































































































































































































































3。0×2.5×2.Ocm帯 緑 褐 色
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血に よる二 次 的 な もの,腺 腫 の 退 行 変性 な どが 考 え ら
れて い る27).
本 症例 の 嚢腫 は,組 織 学 的 に も,内 容 液 の性 状 か ら
も,狭 義 の 上 皮小 体 嚢腫 に属 す る もの と思 われ る,
本 症例 の 嚢腫 が 機 能 尤進 に 関 与 してい るか否 か に つ
いて で あ るが,嚢 胞 の 内容 液c-PTHが650ng/ml
と狭 義の 上 皮 小体 嚢 腫 に しては,藤 本 ら1)の報 告 と比
べて もや や 高 値 で は あ る もの の,別 腺 にadenoma
が存 在 して い る こ と,上 皮 小 体機 能充 進 症 を伴 った 狭
義 の 上皮 小 体 嚢腫 の 症例 は,水谷 ら4),松倉 ら9).Kuo
ら14),によ り報告 され て い るが,水 谷 ら4',松倉 ら9),
Kuoら14)のよ うな 上皮 小 体 組 織 の著 明 な 増生 が 嚢 胞
壁 内 に存 在 しない こ とか ら,機 能 充進 に は 関与 して い
ない もの と考 え られ る.
本症 例 の よ うに,嚢 腫 と腺 腫 が別 腺 に 合併 す る例 は
きわ めて まれ で あ り,欧 米 ではBlackら27),Roger
ら28),Clarkら26),Adrianら29),Koeaら30)によ
り報 告 され て い るが,わ れ わ れ が検 索 した 限 りで は,
本邦 での 報告 例 は 認 め られ な か った(Tab】e3).
以上,嚢 腫 と腺 腫 とを そ れ ぞれ 別 腺 に 合併 した 尿路
結石 型 の 原発 性 上 皮 小体 機 能 充進 症 の1例 を報 告す る
と ともに若 干 の 文 献 的考 察 を 加 えた.
本論文の要旨は,1988年6月18日,兵庫県民会館に おけ る
第123回日本泌尿 器科学会 関西地方会において発表 した.
文 献
1)藤本 吉 秀,岡 厚,福 光 正 行,小 原 孝 男,木 村
泰三,相 吉悠 治,並 木真 生:上 皮小 体 嚢 腫一 狭 義
の嚢 腫 と機 能 性 腺 腫 の嚢 胞 化 した もの,そ れ ぞ れ





3)新宮彦 助,北 岡宇 一1副 甲状 腺 腫 に よるい わ ゆ る
汎 発性 線 維 性 骨炎 の1例.整 形 外 科7:259-265,
1956
4)水 谷修 太 郎,園 田孝 夫,大 川 順 正,竹 内正 文1副
甲 状腺 機 能 充進 症 を 伴 え る副 甲状 腺嚢 腫 の1例.
泌 尿紀 要8:299-306,ユ962
5)永 原貞 郎,間 宮 典 久,発 地 雅 夫:上 皮 小 体腺 腫 の
1剖検 例.医 学 の あ ゆ み42:395-396,1962
6)佐藤 進,渡 辺 哲 夫,山 田和 宏,大 橋 康邦,伊 藤
辰 男,庄 司忠 実,里 館 良 一:高 度 の皮 下 出血 に よ
り呼 吸 困難 を起 こ した 上 皮 小 体主 細 胞 腺 腫 よ り由
来 した と 思 わ れ る 嚢 胞 の1治 験 例.外 科28:
992-995,1966
7)佐藤 昭雄,加 藤 督 介,吉 田 幸一 郎,山 口与 市:尿
崩 症様 症 状,高Na血 症,精 神 異常 の み られ た
原 発性 副 甲 状腺 機 能 充進 症 の1例.日 本 内分 泌学
1201
会 東 部部 会 講 演要 旨集,Nol1:31,1974・,1)
よ り引用
8)服部 籠 夫,三 浦 酸,1⊥1口晃 弘,佐 藤 正 毅,中 島
仲 夫,加 藤知 行:上 皮 小体 嚢 胞 お よび 上 皮 小体 腺
腫 の 嚢胞 化 に つ いて.最 新 医学30:2251-2256,
1975
9)松倉 茂,深 瀬 正 晃,宮 木 義勝,井 村裕 夫,中 村
肇,早 野 昌毅,松 尾 保,松 尾 導 昌,窪 田 彬,
京 極 方久,隈 寛二=新 生 児 テ タ ニー に よ り発 見
され た 副 甲状 腺 嚢 腫 に よ る母親 の 副 甲状 腺 機 能 充
進 症 の一 例.最 新医 学32:】54-164,1977
10)布井 清秀,吉 成元 孝,西 丸 雄也,佐 々木 悠,浅
野 喬,奥 村 拘,菊 池 昌広'肉 眼的 嚢 胞 形成 を
み た 副 甲状 腺 腺腫 の1例.日 内 会誌67=895,
1978
H)大 塚 雅文,桑 島輝 夫,木 下 真 人,山 田大 資,古 味
信 彦:嚢 胞 化 上皮 小 体腺 腫 の 一 例.四 国 医 学雑 誌
37.730-733,1981
12)成瀬 隆吉,小 池 明彦,有 吉 寛:Hypercalcemic
crisisを呈 した 巨 大 な嚢 腫 状 上皮 小 体腺 腫 の1例.
ホル モ ンと臨床30:53-56,1982
13)宮下 厚,塚 田 修,河 辺 香 月1上 皮 小体 嚢 腫 に
よる 上 皮 小 体 機 能 充 進 症 の1例 一Parathyroid






15)小林 睦 博,相 澤 徹,石 原雅 樹,橋 爪潔 志,佐 藤
晃,山 田 隆 司:巨 大嚢 胞 を 伴 った 多腺 性 異 所 性 副
甲状 腺 機能 充 進 症 の1例.日 内会 誌72=g68,
1983
16)平岩 攻 治,中 村 章一 郎,山 本修 三,三 宅 範 明,米
沢 正 隆,滝 川 浩,山 下 利 幸:機 能 充進 を 示 した
上 皮 小 体嚢 腫 の2例.臨 泌37:825-828,1983
17)林 信 成,玉 木長 良,中 島言 子,米 倉義 晴,鳥 塚
莞爾=嚢 胞 変 性 を示 した 副 甲状 腺 腺 腫 の1例.超





19)森田 昂,大 野 辰 治,梅 原久 範,久 野信 一 郎,為
我 井 道子,岡 田隆 道,堀 井章 一,坂 梨四 郎,大 沢
保:嚢 腫 を 形 成 した 副 甲状 腺 腺 腫 の1例.滋 賀 医
学 雑誌7:40,1985
20)勝見 哲郎,村 山和 夫,多 田 明,渡 辺験 七 郎:機
能 充進 を 示 した 副 甲状 腺 嚢 腫 の2例.泌 尿 紀要
32:1026-1029,1986
21)木下 芳 一.野 中 洋,山 口裕 国,市 川幹 郎,鈴 木
俊,渡 辺 潤,近 藤 俊 文,千 葉 勉,千 原 和 夫,
深瀬 正 晃 藤 田拓 男 ・Growthhormone,prolac-
tin産生 下 垂体 腺 腫,巨 大 な 副 甲状 腺 嚢 胞,Zol-
linger-Ellison症候 群 を合 併 した 多発 性 内分 泌腺








23)川 井 田 政 弘,斎 藤 成 司,浦 尾 弥 須 子,武 井 泰 彦,
藤 岡 正,猿 田 享 男3嚢 胞 化 し た 副 甲 状 腺 腺 腫 の
1例.一 頸 部 腫 瘤 を 主 症 状 と し た 原 発 性 副 甲 状 腺
機 能 充 進 症 一.耳 鼻 と臨 床33:792-796,1987
24)原 尚 人,伊 藤 公 一一・,河 野 通 一,金 地 嘉 春,八 代
享,児 玉 孝 也,伊 藤 悠 基 夫,小 原 孝 男,藤 本 吉
秀,平 山 章:機 能 性 上 皮 小 体 嚢 腫 の4例.内 分
泌 外 科5:359-362,1988
25)KobayashiA,KumaK,MatsuzukaFand
SugawaraM:Exacerbationofhypercalcemia
afterneedlebiopsyofaparathyroidcyst。
AnnIntMed110:326-327,1989
26)clarkOH=ParathyroiClcysts.AmJsurg
135:395-402,1978
27)BlackBMandWattsCF:Cystsofpara一
thyro三dorigin.Reportoftwocasesand
studyofincidenceandpathogenesisof
cystsinparathyroidglands・Surgery25:
941-949,1949
28)RogersLA,FetterBFandPeeteWP;Para・
thyroidcystandcysticdegenerationof
parathyroidadenoma.ArchPatho188:476-
479,1969
29)KrudyAG,DopPmanJI・,shawkerTH・
spiegelAM,MarxSJ,NortonJ,schaafM・
MossML,WeissMAandSchachnerSH:
Hyperfunctioningcysticparathyroidglands:
cTandsonographicfindings・AJR142;
175-178,1984
30)KoeaJBandshawJH:Parathyroidcyst
andhyperparathyroidisminAuckland.NZ
MedJ101=655-656,1988
(ReceivedonMay8,1990AcceptedonJune26,1990)
(迅速掲載)
